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小林市議会定例会提出議案説明書
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提案理由をご説明する前に、現在の市政

運営に係る主な取り組み等について、ご報告
とう

をさせていただきます。

現在の市政運営につきましては、新型

コロナウイルス感染症への対応により、

厳しい状況が続いておりますが、今後も

持続的な警戒が必要であるとの認識のもと、

市議会をはじめ市民各位のご協力を 賜 り
か く い たまわ

ながら、取り組みを進めさせていただいて

いるところであります。

まず、防災対策についてであります。

令和２年７月豪雨につきましては、人吉市

や球磨郡を中心に、全国で８０名を超える
く ま

方々がお亡くなりになり、いまだ多くの方々

が避難所での生活を余儀なくされるなど、
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厳しい状況が続いているところです。

本市といたしましては、被災地の復興を

支援するため、明日、９月１日から７か月間、
あ す

事務職１名と土木技術職１名の計２名の本市

職員を人吉市へ派遣することとしており、

今後におきましても、できる限りの支援を

続けてまいりたいと考えているところであり

ます。

なお、これから台風の多い季節になって

まいりますが、本市におきましては、去る

６月２５日に運用を開始した同報系防災行政
どうほうけい

無線とともに、同じく８月８日から運用を

開始した消防団を中心に使用する移動系防災
い ど う けい

行政無線を十分に活用しながら、引き続き

地域防災計画を基本として、風水害や地震、

火山災害など、あらゆる災害に迅速に対応
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できるよう、本市の危機管理体制の更なる
さら

充実を図ってまいります。

次に、新型コロナウイルス感染症対策に

ついてであります。

県内で急激に感染が拡大しております新型

コロナウイルス感染症につきましては、県に

よる「感染拡大緊急警報」の発令や、去る

８月１日から１６日までの間、飲食店に

対する休業等要請が実施されるなど、市民の
とう

皆様の生活環境や経済活動に大きな影響が

生じているところであります。

このような中、本市におきましては、去る

８月５日に西諸県農林振興局に勤務する市外

在住の県職員の新型コロナウイルスの感染が

判明するとともに、８月７日には、市内在住
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の方の感染が初めて確認されたところであり
かた

ます。

このことを受け、本市といたしましては、

一部を除く公共施設の利用制限を実施する

とともに、防災メール等を活用して日頃の
とう

感染症対策について啓発を行うなど、市民の

皆様の不安解消に努めてまいりました。

なお、市民の皆様のご協力により、現在の

ところ、市内で新たな感染事例は確認されて

おりませんが、引き続き高い緊張感をもって

「感染拡大の防止」に全力で取り組んでいく

とともに、「社会経済活動の維持・再生」に

向けて、各分野において事業等を展開して
とう

いるところであります。

商工観光業につきましては、新型コロナ
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ウイルス感染症の拡大による経済活動の低迷

により、多くの事業所等において厳しい経営
とう

状況が続いているところです。

このような状況を踏まえ、本市では、

これまでの支援を継続するとともに、休業等
とう

要請に応じた事業者等に対して協力金及び
とう

支援金を支給するため、去る８月４日付けで

専決処分を行い、既に事業を執行させて

いただいているところであります。

また、昨日、８月３０日には、「小林てなん
さくじつ

どプレミアム付商品券」の販売が開始された
つき

ところであり、この商品券を多くの市民の

皆様に少しでも早くご使用いただくことで、

本市における消費の喚起、経済循環の一助に
か ん き いちじょ

なるものと期待をしているところであります。
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さらに、須木地区においては、すきむら

づくり協議会が主体となり、新たに商品開発

したギフトセットについて、インターネット、

テレビＣＭ等を活用した販売の準備を進めて
とう

おり、「新しい生活様式」を実践した販路の
は ん ろ

拡大により、所得の向上及び地域の活性化が

期待されているところであります。

次に、農業につきましては、花き等の
か とう

高収益作物の販売価格は回復傾向にあること

から、更なる需要の促進につなげるため、
さら

国、県、その他関係機関と連携し、次期作に
じ き さく

前向きに取り組む農家を支援しているところ

であります。

また、畜産業につきましては、牛枝肉価格
ぎゅうえだにく

及び子牛競りの価格は４月の底値から回復
せ そ こ ね

傾向にありますが、依然として対前年比で
たい
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１割程度安い価格で推移しており、肉牛全般
にくぎゅう

で厳しい経営状況が続いているところで

あります。

このため、新型コロナウイルスの影響を

受けた農家に対し、これまでの支援を継続

するとともに、現在、「いい肉のまち小林

プロジェクト」と銘打ち、本市の農畜産物に
めい

ついて、様々な消費拡大活動を展開しており、

９月１２日には、ドライブスルー方式で宮崎

牛と農産物のセット販売を実施することと
ぎゅう

しております。

一方、新型コロナウイルス感染症の小・中

学校への影響につきましては、臨時休業に

よって生じた授業時数の不足を補うため、
じ

夏季休業期間の４日間を授業日に設定した

ほか、運動会や体育大会、修学旅行につき
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ましても、感染リスクを低減するため、実施

時期の変更や、内容の検討を行っている

ところであります。

なお、今後の小・中学校の教育活動に

つきましては、新型コロナウイルスとの共存

という観点から、日々、感染症対策を講じて

いきながら、その活動を継続することを基本

とし、今後も児童・生徒の豊かな学びを保障

できるよう取り組んでまいります。

以上、市内外を問わず、大きな影響を与え

ている新型コロナウイルスでありますが、

国、県、その他関係機関との連携のもと、

今後とも、「コロナとともに生きていく」こと

を前提に、「感染拡大の防止」と「社会経済

活動の維持・再生」の両立を目指すことを

基本的な考え方としながら、市政運営に
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取り組んでいく所存であります。

それでは、以下、議案について、ご説明を

申し上げます。

報告第９号専決処分の承認を求めることに

つきましては、休業等要請に応じた事業者等
とう とう

に対し、協力金及び支援金を支給することに

伴い、地域経済緊急支援事業に係る経費に

ついて予算措置を直ちに講ずる必要があった
ただ

ため、令和２年度小林市一般会計補正予算
ほ せ い

第７号について、令和２年８月４日付けで

専決処分いたしましたので、議会に報告し、

その承認を求めるものであります。

報告第１０号専決処分した事件の報告に

つきましては、市道３００２号新町・秋社線
しんまち あきしゃ

において、市有車両が一般車両に接触した
し ゆ う



- 10 -

事故に関し、和解の成立及び損害賠償の額を
せいりつ

定めることについて、令和２年８月５日付け

で専決処分いたしましたので、議会に報告を

するものであります。

報告第１１号専決処分した事件の報告に

つきましては、市道３２７２号野尻湖ダム線

の管理上の瑕疵により一般車両が損傷した
か し

事故に関し、和解の成立及び損害賠償の額を
せいりつ

定めることについて、令和２年８月１９日

付けで専決処分いたしましたので、議会に

報告をするものであります。

議案第５６号から議案第６６号まで、以上

１１件につきましては、令和元年度小林市

一般会計、特別会計及び公営企業会計の決算
けっさん

について、議会の認定に付するものであり
ふ

ます。
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令和元年度各会計の決算につきましては、
かく けっさん

病院事業会計を除き、黒字又は収支均衡での
きんこう

決算となりました。

以下、主なものにつきまして、概要を申し

上げます。

議案第５６号令和元年度小林市一般会計

歳入歳出決算の認定につきましては、歳入
けっさん

総額２８６億４，５９７万４，９１９円、

歳出総額２８１億７，４０５万４，９１２円

となりました。

歳入歳出差引額は４億７，１９２万７円で、
さしひき

翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた実質

収支額は４億３，９４０万７，０３４円と

なりました。
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前年度と比較いたしますと、歳入歳出差引
さしひき

額は約１億円の減となりましたが、翌年度へ

繰り越すべき財源も約２，０００万円の減と

なりましたので、実質収支額は約８，０００

万円の減となったところでございます。

歳 出 の 主 な も の と い た し ま し て は 、

ハード事業として、防災行政無線(同報系)
どうほうけい

整備事業に約６億３，０００万円、高速情報

通信網整備事業に約１億８，０００万円を
もう

支出し、ソフト事業として、ふるさと納税

推進事業に約４億４，０００万円、子ども

医療費助成事業に約１億４，０００万円を

支出するなど、「第２次小林市総合計画」の

将来都市像の実現に向けた各種施策を推進

してまいりました。
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歳入につきましては、前年度と比較いたし

ますと、繰入金が約２億４，０００万円、

地方交付税が約１億２，０００万円それぞれ

減額となった一方、国庫支出金が約４億

３，０００万円、市債が約２億９，０００

万円それぞれ増額となりました。

なお、市債残高は、約３００億円で、前年

度と比較いたしますと約３億円の減となり

ましたが、過疎対策事業債など、交付税措置

の手厚いものを最大限活用いたしました。

また、定額運用基金を除いた基金残高は、

約６９億円となり、前年度と比較いたします

と約７億円の減となりました。

次に、財政指標でございますが、財政の

柔軟性を示す経常収支比率につきましては、
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前年度と比較いたしますと１．９ポイント

上昇し、９７．７パーセントとなりました。

この主な要因は、臨時財政対策債及び普通

交付税の減によるものであります。

なお、健全化判断比率につきましては、

実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質

公債費比率、将来負担比率のいずれも健全性
ひ

は維持されています。

今後も、普通交付税の更なる減少が見込
さら

まれるなど、厳しい財政運営が続くものと

予測されますことから、「行政の効率化に

向けた取り組み」と「重要課題への対応」を

両立していくため、引き続き行財政改革を

着実に実行し、財政の健全化に努めてまいり

ます。
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議案第５７号令和元年度小林市国民健康

保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につき
けっさん

ましては、歳入総額６５億２，０６１万

５，７１１円、歳出総額６３億４，５３９万

７３１円となり、歳入歳出差引額は１億
さしひき

７，５２２万４，９８０円となりました。

なお、歳出の大部分を占める保険給付費に

つきましては、前年度と比較いたしますと、

１ ， １ ９ ８ 万 ６ ， ６ ９ ３ 円 、 率 に し て

０．３パーセントの増となりました。

今後も、特定健康診査の受診率の向上や、

保険税の収納率向上に向けた取り組みを

更に強化し、国民健康保険事業の健全かつ
さら

安定的な運営に努めてまいります。
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議案第６０号令和元年度小林市下水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定につきましては、
けっさん

歳入総額７億６，６９７万５，０４７円、

歳出総額７億５，９６９万９，８６５円と

なり、歳入歳出差引額は７２７万５，１８２
さしひき

円となりました。

歳出の主なものといたしましては、社会

資本整備総合交付金を活用して小林地区の

管きょ布設工事等を行い、 供 用開始区域の
かん ふ せ つ とう きょうよう

拡大を図りました。

議案第６２号令和元年度小林市介護保険

事 業 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に
け っ さ ん

つきましては、歳入総額６２億５，２３６万

１，５３５円、歳出総額６０億１，４３１万

２，８９０円となり、歳入歳出差引額は２億
さしひき

３，８０４万８，６４５円となりました。
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令和元年度は、高齢者保健福祉計画及び

第７期介護保険事業計画に基づき、制度の

円滑な運営に努めました。

また、地域包括支援センターを中心に関係

機関が連携し、要介護者が自立した日常生活

を営むことができるよう包括的な支援を行い

ました。

議案第６５号令和元年度小林市水道事業

会計決算の認定につきましては、収益的収入
けっさん

８億２，２０３万９，４７１円、収益的支出

８億１，７７０万４，３２７円となり、

４３３万５，１４４円の当年度 純利益となり
じゅん

ました。

議案第６６号令和元年度小林市病院事業
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会計決算の認定につきましては、収益的収入
けっさん

２４億９０１万９，２１４円、収益的支出

２５億２，７９４万９，７４９円となり、

当年度 純損失は１億１，８９３万５３５円、
じゅん

当 年 度 未 処 理 欠 損 金 は １ ４ 億 ６ ３ ９ 万
み

８，５２８円となりました。

当年度 純 損失が生じた主な要因は、器械
じゅん き か い

備品減価償却費の増加等による医業費用の
とう

増加によるものであります。

議案第６７号令和２年度小林市一般会計

補正予算第８号につきましては、歳入歳出
ほ せ い

それぞれ６億３，１０８万３，０００円を

増額し、予算規模は３５３億３，２２１万

１，０００円となります。

まず、歳入につきましては、国県支出金、
くにけん
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市債等を追加する一方、繰入金を減額計上
とう

いたしました。

次に、歳出の主なものをご説明申し上げ

ます。

議会費につきましては、政務活動費の減額

を含む議会運営事業費の減額等を計上するも
とう

のであります。

総務費につきましては、将来のＵターンや

地域活性化等につなげることを目的とした、
とう

「西諸２分の３成人式」の開催に要する費用

等を計上するものであります。
とう

民生費につきましては、地域における

高齢者支援体制の充実・強化を図るため、

シルバーランド望峰の里の改修に要する費用
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等を計上するものであります。
とう

衛生費につきましては、須木歯科診療所に

おける新型コロナウイルス感染症対策に

要する費用等を計上するものであります。
とう

農林水産業費につきましては、森林の経営

管理等を円滑に行うための環境整備に要する
とう

費用等を計上するものであります。
とう

商工費につきましては、観光施設における

新型コロナウイルス感染拡大防止のための

環境整備に要する費用等を計上するもので
とう

あります。

土木費につきましては、梅雨前線豪雨の
ば い う ぜんせん

影響で市道の補修箇所が増加したこと等に
とう

伴い、市道の維持補修に要する費用等を計上
とう
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するものであります。

教育費につきましては、小・中学校に

おける新型コロナウイルス感染症対策等に
とう

要する費用等を計上するものであります。
とう

災害復旧費につきましては、梅雨前線豪雨
ば い う ぜんせん

で被災した農地、農業用施設、道路及び河川

等の復旧に要する費用を計上するものであり
とう

ます。

なお、職員人件費につきましては、それ

ぞれの費目で所要額の調整を行うものであり

ます。

また、高齢者地域包括ケア体制強化事業費

ほか１事業につきましては、やむを得ない

事情により年度内での完了が見込めませんの
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で、予算執行の適正化を図るため、繰越明許
めいきょ

費として予算計上するものであります。

議案第６８号令和２年度小林市国民健康

保険事業特別会計補正予算第３号につきまし
ほ せ い

ては、令和元年度事業の精算に伴う県支出金

の返還金等を計上し、歳入歳出それぞれ
とう

６３６万７，０００円を増額するものであり

ます。

議案第６９号令和２年度小林市後期高齢者

医療事業特別会計補正予算第１号につきまし
ほ せ い

ては、令和元年度事業の精算に伴う一般会計

への繰出金等を計上し、歳入歳出それぞれ
とう

３，２８５万円を増額するものであります。

議案第７０号令和２年度小林市水道事業

会計補正予算第２号につきましては、収益的
ほ せ い
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支 出において、人事異動に伴う営業費用

２３６万１，０００円を増額するものであり

ます。

議案第７１号令和２年度小林市下水道事業

会計補正予算第１号につきましては、収益的
ほ せ い

支出において、下水道事業計画変更等に伴う
とう

営業費用２５０万６，０００円を増額する

ものであります。

議案第７２号令和２年度小林市病院事業

会計補正予算第２号につきましては、収益
ほ せ い

的収入においては、新型コロナウイルス

感染症対応従事者等慰労金等の収入の増加に
たいおう とう とう

伴う特別利益等５，８３０万８,０００円を、
とう

収益的支出においては、新型コロナウイルス

感染症対応従事者等慰労金等の支出の増加に
たいおう とう とう

伴う特別損失等５，７００万円を増額する
とう
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ものであります。

資 本 的 収 入 に お い て は 、 新 型 コ ロ ナ

ウイルス感染症緊急包括支援交付金の収入の

増 加 に 伴 う 国 庫 補 助 金 ５ ， ５ ０ ２ 万

１，０００円を、資本的支出においては、

抗原（定量）検査整備事業等の支出の増加に
とう

伴う建設改良費８，３９９万４，０００円を

増額するものであります。

議案第７３号職員の特殊勤務手当に関する

条例の一部改正につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症対策に従事した職員への

感染症業務手当の支給の特例を設けるため、

所要の改正を行うものであります。

議案第７４号 公 の施設に関する条例の
おおやけ

一部改正につきましては、小林市立紙屋
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保育園及び小林市立野尻保育園を民営化する

に当たり、その用途を廃止するため、所要の

改正を行うものであります。

議案第７５号小林市道の構造の技術的基準
し ど う

を定める条例の一部改正につきましては、

道路構造令の一部を改正する政令の施行を

受けて、自転車通行帯に関する規定等を設け
てん とう

るため、所要の改正を行うものであります。

議案第７６号財産の無償譲渡につきまして

は、小林市立紙屋保育園を民営化するに

当たり、社会福祉法人浄信会に対し、建物等
じょうしんかい とう

の無償譲渡を行うことについて、議会の議決

を求めるものであります。

議案第７７号財産の無償譲渡につきまして

は、小林市立野尻保育園を民営化するに
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当たり、社会福祉法人洗心会に対し、建物等
せんしんかい とう

の無償譲渡を行うことについて、議会の議決

を求めるものであります。

議案第７８号損害賠償の額を定めることに

つきましては、小林市立病院において発生

した医療事故に関し、損害賠償の額を定める

ことについて、議会の議決を求めるもので

あります。

諮問第３号及び諮問第４号の人権擁護委員

の候補者の推薦につきましては、楠元 充子
くすもと み つ こ

氏及び松江 良德氏を人権擁護委員の候補者
ま つ え よしのり

として法務大臣に推薦することについて、

議会の意見を求めるものであります。

なお、先の議会運営委員会でご説明をさせ

ていただきましたが、小林総合運動公園陸上
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競技場の改修工事並びに文書管理システムの

構築及びテレワーク環境の整備につきまして、

現在、仮契約の締結に向けた手続きを進めて

いるところでありますので、今期定例会中に
こ ん き

準備が 調った場合には、関係議案を追加提案
ととの

させていただくこととしております。

また、新型コロナウイルスの感染拡大の

状況を踏まえ、今後、新たな予算措置等が
とう

必要となった場合につきましては、引き続き

本市の状況を十分に見極めながら、速やかに

関係議案を追加提案させていただくことと

しております。

以上、よろしくご審議のほどお願いをいた

します。


